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人権身の上相談
勤め先、そ のほかで、人権を 侵

害されたとか、 身の上のこ とで お
困り のとき、 どうぞご利 用くださ
い。東京法務局職員・足立区人権
擁護委員が相談に応じます。相談
の秘密ほ堅く守りまず。相談日ほ
毎月第3金曜目、午後1
時～4時区役所( 1階) 区民相談室。

4
9年
度
広
報
事
業
か
ら

ビ
デ
オ
広
報
な
ど
に
と
り
く
む

み
な
さ
ん
と
区
の
橋
わ
た
し
を

「
哨
和
の
と
れ
た
住
み
よ
い
足
立
」
こ
れ
は
私
た
ち
の
目
標
で
あ
り
I
ま
た
ど
う
し
て
も
潯
鵈
し
な
け
れ
は
な
ら
な
い
と
と
‘
で
す
。
区
は

も
ち
ろ
ん
総
力
を
か
に
む
け
て
努
力
し
て
い
ま
す
が
、
区
の
計
画
、
考
え
方
、
実
施
す
る
事
業
な
ど
气
ぼ
禺
の
み
な
さ
ん
に
十
分
ご
理
解

ご
協
力
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
絶
対
条
件
で
す
。
区
か
ら
み
な
さ
ん
へ
、
み
な
さ
ん
か
ら
区
へ
、
相
・
互
に
情
報
を
伝
え
あ
・
7
場
所
、
理
解
し

あ
え
る
桷
わ
た
し
を
す
る
の
ほ
、
広
報
諫
で
す
。

日
頃
、
私
た
ち
の
ま
わ
り
に
ほ
、
酸

字
、
兮
苒
、
碵
な
ど
、
色
彩
吻
た
か
に

棡
成
さ
れ
た
愉
報
が
、
音
ま
で
加
わ
づ

・て
、
大
量
に
流
さ
れ
て
い
庠
す
。
し
か

し
、本
当
に
知
り
だ
い
儕
報
は
、な
か
な

か
手
に
出
来
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
区
で

は
四
千
九
百
万
円
の
予
算
を
計
上
し
、

七
み
な
さ
ん
に
ぜ
ひ
知
っ
て
お
い
て
い
た

だ
き
た
い
お
役
に
立
つ
情
報
を
、
目
か

ら
、
耳
か
ら
常
に
あ
ら
ゆ
る
方
法
で
挺

供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
区
民
の
み
に
な

さ
ん
・
の
r
憲
見
を
広
く
う
け
た
ま
わ
る
窓
口
も
ひ
ら
い
て
い
m
す
。
で
は
四
十

九
年
度
の
広
報
事
業
の
う
ち

目
新
し
い
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う

。

町の
話
題
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

広
報
の
仕
事
の
な
か
で
、
区
内
の
各
一

地
域
の
情
報
を
交
換
し
て
、
お
耳
い
に

理
解
し
、
恊
力
し
あ
う
場
所
を
提
哄
す

る
こ
と
は
、
最
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

足
立
の
眥
の
こ
と
『
7
町
の
行
事
、
身

・
耘
加
な
出
来
ご
も
ど
ん
な
こ
と
で
も

'
紬
構
で
す
。
ご
一
槭
く
だ
さ
い
。
広
報

課
員
か
取
材
に
お
う
か
が
い
し
、
適
当

な
も
の
は
「
区
の
お
知
ら
せ
」
・
に
掲
載

'

4
せ
て
い
だ
た
く
ほ
か
、
日
刊
叫
ヲ
?

オ
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
報
道
機
関
に
拠
供
・

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

手
話
に
よ
る

「
ビ
デ
オ
広
報
」
発
行

区
内
に
は
現
在
約
千
七
百
人
心
耳
の

乖
畊
田
な
方
か
い
ま
す
。

そ
の
方
た
ち
の
要
祠
で
ノ
今
苧
喫
が
‘
-

会

区

・タ
イ
ア
ヅ
ブ
ご
発
行
に
踏
切
っ
た
も
yの

で
す
。
と
り
あ
え
ず
{
区
の
お
知
ら
せ
}

か
ら
記
事
奢
え
ら
ぴ
、
毎
月
二
向
、
手

晒
を
ビ
デ
オ
ど
り
す
る
予
定
で
す
。
放

映
は
各
襴
祉
セ
ン
にタ
ー
に
、
毒
用
テ
レ

ビ
を
段
置
し
て
。
利
用
で
き
る
よ
う
に

計
画
し
ま
し
た
。

当
初
は
毎
回
三
卜
分
も
の
で
す
が
、

将
柬
は
、
時
事
問
題
、
教
養
講
座
な
ど

。広
く
7
ろ
う
者
福
祉
行
政
に
卮
用
ず
る

檎
想
を
も
っ
て
い
ま
す
。

映
画
「
足
立
の
四
李
」

製

作

四
十
(
年
度
の
「
施
設
纒
」
に
つ
ぐ

十
六
ミ
リ
三
十
分
カ
ラ
L
版
第
二
徇
で

す
。区

内
に
古
く
か
ら
残
さ
れ
て
い
る
伝

軈
芸
能
申
行
事
。
文
化
財
な
ど
を
、
四

李
お
り
勿
り
匕
変
化
し
て
ゆ
く
、
現
在

の
区
の
姿
に
か
ら
ま
せ
、
犀
立
の
美
し

さ
を
再
発
見
し
、
肥
録
を
残
そ
う
と
す

る
映
画
で
す
。

来
春
完
成
す
る
予
定
で
、
い
ま
咳
内

を
縦
搆
に
撮
影
中
で
す
。
ご
朗
待
く
だ
'

き
い
。

雪降るなかで安藤広重の墓を撮影( 東岳寺)

み
な
さ
ん
に
役
立
つ
広
報
め
ざ
し
て

広
聴
の
窓
口
ヘ

あ
な
た
の
声
を

`
区
め
行
政
計
画
は
、

'区
民
の
み
な
さ

ん
の
だ
め
の
も
の
で
な
け
れ
ぱ
な
り
ま

せ
ん
。
み
な
き
ん
が
区
政
を
ど
の
よ
う

に
考
え
、
ど
ん
な
こ
と
を
要
望
さ
れ
て

い
る
か
、
広
く
正
確
に
知
る
た
め
に
、

皀
で
は
、
モ
ニ
タ
ト
制
度
を
採
用
し
た

叺

毎
年
、
ぽ
内
會
域
か
ら
え
ら
は
れ

た
方
を
対
象
に
世
啝
同
査
聚
哭
綯
し
て

い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
ご
蓴
見
を
・
つ
け
た
ま
わ

‘る
窓
口
や
区
欹
の
な
理
解
に
浸
立
づ
た

め
の
施
設
見
学
会
も
行
な
?
て
い
ま

す
。
よ
り
よ
い
区
政
を
推
進
ず
る
た
め
・

に
、
あ
な
た
の
声
を
広
報
課
ま
刄

お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

区
内
の
行
事

町
の
話
題
は
週
報
で

区

内

の

事
業

所

で

は
、

ど
な

た

で
も

気

軽

に

参

加
で

き

る

行

事

、
讚
砥
一
な

ど

を
開

催

し

て

い

ま

ず

。
い

つ

、
ど

こ

で

、
な

に
・
奢
と
「

す

ぐ
わ

か
る

よ

う

に

と

発

行

さ

れ
て

い

る

の

が
週

報

で

す

。

毎

週

一

回

発
行

し

。
今

年

か
ら

は

、

・・
譱
町

会

目

治

会
長
e

ん
にに

お
迦

り
し

て

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
町
の
晒
題
な
ど

叺

ど
」冫
U

拂
畝
す
る
こ
と
に
し
た

い
の
で
、
ぜ
ひ
お
知
5
せ
く
だ
さ
い

。

い
ろ
い
ろ
な
出
版
物

皀
で
は
月
二
面
発
行
の
「
区
の
お
知

ら
せ
」
定
期
号
の
ほ
か
に
区
勢
要
覧
、

わ
た
し
の
便
利
哄
、
区
政
案
9

足
立

区
全
図
、
庁
内
報
、
声
の
お
知
ら
せ
な

べ

各
種
の
出
厥
物
を
発
行
し
・て
お
、り

ま
す
。・ご
利
用
に
な
り
た
い
方
は
広
報

課
へ
ど
う
ぞ
。

避難場所の
案内板を設置

地
震
は
忘
れ
た
こ
ろ

に
や
っ
て
く
る
と
昔
か

ら
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
震
で
発
生
す
る

火
災
ほ
ど
人
の
生
命
、

財
産
兮
つ
ぱ
う
も
の
は
一

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ

う
な
災
客
に
対
処
す
烝

た
め
区
で
は
、
衒
か
ど

に
消
火
器
の
設
置
、
貯

水
檜
の
設
一
な
ど
い
'ろ

い
ろ
の
施
策
夸
ほ
ど
こ

し
・
て
い
ま
す
が
、
万
一
に
そ
な
え
て
、

鄒
で
は
区
内
六
か
所
に
広
域
避
難
場
所

を
拑
定
し
ま
し
た
。
舎
人
付
近
、
花
畑

町
付
近
、
佐
野
町
付
近

、
公
団
東
綾
瀬

団
地
、荒
川
河
川
敷
北
側
、南
側
で
す
。

そ
こ
で
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
区
内
の
主
要
駅
前
、
官
公
署
、

主
要
路
に
案
内
板
を
設
置
い
た
し
ま
し

た
の
で
ご
覧
い
た
だ
き
、
い
ざ
と
い
う

畤
の
た
め
に
普
段
か
ら
心
が
け
で
お
齊

ま
し
ょ
う
。

北千住駅前が
スクランブル交差点に

千
住
警
察
暑
で
は
、
鷓
雑
の
ひ
ど
か
っ
た
北

キ
住
駅
前
(
四
口
)
の
横
断
歩
道
を
「
ス
ク
ラ

ン
ブ
ル
方
式
」
。に
改
め

ま
し
た
。
(
奪
真
)

区
内
で
は
初
め
て
の
も
の
で
、
な
じ
み
が
う
す

い
せ
い
か
、
戸
感
っ
て
い
る
利
用
者
も
少
な
く

な
い
よ
う
で
す
。

「
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
方
式
」
は
、
交
差
点
の
中

を
撫
号
に
従
っ
て
好
き
な
方
向
へ
横
断
で
き
る

礇
利
な
も
の
で
す
。
七
一
一
y
行
覃
の
安
全
を
守
る
た

め
、
警
察
で
は
利
用
に
つ
い
'
て
。
次
の
。
こ
&
を

区
民
の
方
に
要
騨
し
て
い
ま
す
。

▽
歩
行
者
は
、
歩
行
者
専
用
の
信
号
・
尿
と
青

だ
け
の
借
号
)
が
齊
に
な
っ
た
气

好
き
な

方
向
へ
横
断
し
て
く
だ
さ
い

▽
車
を
運
転
す
る
方
は
、
交
差
点
が
変
型
十
字

路
で
す
の
で
、
偖
号
を
よ
く
筧
て
く
だ
さ
い

▽
こ
の
信
号
は
「
抻
し
ボ
タ
ン
」
で
は
あ
り
ま

せ
ん

。
信
号
が
変
わ
る
の
を
待
っ
て
横
断
し

て
く
だ
さ
い

区役所の組織を改正
福祉行政に力を入れ‥ ‥

‥ ‥ わかりやすい窓口に

足
立
区
は
A
口
六
十
方
人
奢
埋

べ
行
欷
Q
醉
要
が
年
々
増
え
て

い
ま
ず
。
叫
で
は
、
こ
れ
に
対
処

し
て
区
民
サ
ト
ビ
メ
・
旁
よ
り
充
実

し
よ
う
と
、
こ
の
ほ
ど
組
織
を
改

正
し
ま
し
た
。
ぽ
民
の
み
な
さ
ま

と
厦
纃
関
係
の
あ
石
組
織
改
正
や

懲
口
の
変
更
に
り
い
t
お
知
・
戳
せ

し
ま
し
ょ
う
。

福
祉
部
関
係

今
£
で
厚
生
部
で
は
、
国
民
年
金
・

崗
民
酳
康
保
険
や
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
の
梅
祉
関
係
な
ど
幅
広
い
仕
事

を
行
な
っ
で
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
仕

事
の
量
も
ふ
凡
、
複
雑
に
な
つ
た
の
で
、
厚
生
部
を

二
つ
に
分
け
畊
た
に
櫑

祉
都
を
新
設
し
ま
し
た
。

福
祉
都
に
は
、
柵
祉
諌
・
保
育
課
と

区
内
四
か
所
に
あ
忝
福
祉
事
務
所
が
薦

し
ま
す
。
裲
祉
昧
に
は
ク
今
ま
`
で
厚
嶇

都
管
理
課
・
椢
祉
鰥
・
葆
考
課
で
扱
・づ

て
い
た
私
立
保
育
園
関
係
や
学
叢
保
胄

・
畊
庭
辛
仕
員
な
ど
、
子
ど
も
に
関
ず

・る
仕
事
を
一
木
已
ま
と
め
た
育
成
係
が

あ
り
ま
ず
。
洫
べ

淳
生
郎
に
あ

、つ
た

児
霊
手
当
係
も
褝
祉
諫
に
移
り

袁

し

た
。
保
育
踝
は
、
区
立
保
胄
圜
関
係
だ

け
夸
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
し
だ
。

厚
生
部
関
係

厚
生
部
に
は
、
厚
生
課
・
援
寢
課
な
ど
が
あ
り
。

区
民
酩
管
理
課
保
健
係
が
厚
生
課
保
健
係

に

な
り
ま
し
た
。
援
護

課
に
は
、
旙
礙
係
・
や
癶
助
鴣
係
・
医

療
係
か
あ
り
ま
す
。
撫
護
係
は
、
低
所

得
の
方
・
梢
神
病
蓍
な
ど
の
援
護
、
老

人
助
成
係
は
、
敬
老
事
業
・
老
人
它
『

プ
睹
係
・
ね
な
き
ひ
老
人
な
ど
お
年
寄

り
の
事
を
一
切
引
受
け
る
係
で
す
。

そ
の
他
、
区
禺
鮪
経
済
蹕
に
消
費
生
活

黔
急
対
策
・
消
費
者
モ
・
于
タ
ー
な
J

を
骰
う
消
費
生
活
偽
が
誕
生
し
ま
し

だ
。環

境
部
は

仲
町
分
室
へ
移
転

今
皮
で
禪
墺
部
は
二
つ
に
分
か
れ
て

杤
叺

向
か
と
こ
不
便
を
扣
か
け
し
'て

き
ま
し
た
が
ご

ほ

所
践
別
鰓
に
あ
っ

た
鼻
境
課
・
公
害
睥
が
千
住
岬
町
分
富

へ
'移
叺

譁
墺
郁
ば
防
災
課
を
含
め
オ

ベ
で
仲
町
分
室
に
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
福
祉
部
保
冐
課
も
仲
町
分
室

へ
移
転
し
ま
し
た
。

人
事
短
信

去
る
四
月
。
百
付
刄
ぼ
の
部
長

級
の
人
事
興
動
が
次
の
と
お
り

あ
り
ま
し
た
。
、
(
カ
ヅ
コ
内
は
前
職
)

▽
福
祉
部
長
　
齊
藤
正
(
締
務
課

羨
)

▽
区
議
会
事
務
局
長
　
池
田
賢
次

(区
嶬
会
事
務
局
主
幹
・
自
治

権
拡
充
問
弩
担
当
)

▽
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
　
鈴

木
保
寿
`
教
育
委
員
会
事
務
局

主
幹
・
教
育
施
設
拑
枩

空
い
て
い
る
土
地
を
遊
び
場
に

遊
ぴ
楊
は
都
会
の
子
ど
も
に
と
っ
て
一

大
切
な
オ
ア
シ
ス
で
す
。
皀
‘
で
は
、
公

ぜ
の
腐
ぴ
蝪
不
足
を
少
匚
で
も
補
っ
て

い
た
だ
く
だ
め
に
、
鵄
鬨
の
休
闡
地
を

砌

び

場

と
し

て

開

放

し

て

く
だ

さ

る

と

こ

ろ

に
補

助

金

聚

交

付

し
て

い

ま

す

。

こ

の
補

助

金

制

度

に

は
、

「

子

ど

も

の

広

場

」
と

「

幼

児
の

た

め

の

砂

場

」

が
あ

り

ま
す

。
昨

年
度

足

立

区

で

は

、

子

ど

も
の

広

場

十

七

か

所
、

幼

児

の
た

め

の

砂
場

十

九

か
癆

。に
補

助

金

を

交

付

し

ま

し

た

。

子

ど
も

の
広

場

を

設
驚

す

る

場

合

に

は

、

設

備
賢

と

管

理

運

営

費
の

補

助

金

か

ぶ

場

の
面

積

に

応

じ

て

交
付

さ

れ

ま

す

。

ま
た

幼

児
・
の

砂

場
ヽ
奢
段

羣

す

唇
場

合

に

は
、

峻

庸

補

助

金

と
砂

の

補

充

補

助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
、
要
綱
・
申
請
一

等

様
式
槊
の
請
求
は
・
・
・
区
教
育
委
貝

会
青
少
年
係
へ
。

写
真
は
、
花
保
子
ど
も
の
広
場
(
花

畑
町
)

センター・児童館・老人館だより

□
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
六
〇
五
-
七
一
〇
一

■
鎌
倉
彫
教
室
―
四
月
二
十
四
日
(
水
)
午
後
一
時
　
■
フ
ォ
ー
ク

ソ
ン
グ
の
つ
ど
い
I
四
月
二
十
一
日
(
月
)
午
後
二
時
　
■
親
子
視

聴
覚
教
室
-
四
月
二
十
四
日
(
水
)
午
後
三
時
　
■
き
ょ
う
の
科
学

の
お
は
な
し
な
ー
に
I
四
月
二
十
六
日
(
金
)
午
後
二
時
　
■
コ
ー

ラ
ス
の
つ
ど
い
I
四
月
二
十
(
日
(
日
)
午
前
十
時
　
■
母
と
子
の
つ
ど

い
―
五
月
五
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分
・
・
・
定
貝
二
百
名

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
(
(
九
丿
四
六
六
一

■
民
謡
教
室
―
四
月
二
十
四
日
(
水
)
午
後
二
時
・
・
・
定
員
二
十
名

■
老
人
将
棋
大
会
一
四
月
二
十
(
日
(
日
)
午
前
十
時
・
‘
・
先
一
四
十

名
　
申
込
み
は
二
十
日
午
前
九
時
か
ら
　
当
日
昼
食
持
参

■
フ
オ
ー
ク
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
―
五
月
四
日
(
日
)
午
後
一

時
三
十
分
　
定
貝
百
名

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
(
九
七
-
五
〇
一
六

■
老
人
民
謡
教
室
―
四
月
二
十
三
日
(
火
)
午
後
二
時
　
■
子
ど
も

映
画
会
-
四
月
二
十
一
日
(
日
)
午
後
二
時
三
十
分
　
■
ペ
ー
パ
ー

フ
ラ
ワ
ー
―
四
月
二
十
四
日
(
水
)
午
後
二
時
　
■
父
と
子
の
七
宝
焼
―

四
月
二
十
七
日
(
土
)
午
後
二
時
・
二
十
八
日
(
日
)
午
前
九
時

・
-
定
員
十
名
　
材
料
費
三
百
五
十
円
?
五
百
円
　
■
子
ど
も
週
間
映
画

会
―
五
月
一
日
(
水
)
午
後
二
時
三
十
分
　
■
子
ど
も
の
日
人
形

げ
き
―
五
月
五
日
(
日
)
午
後
二
時
三
十
分

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
(
(
一
〒
二
七
六
五

■
お
年
寄
り
の
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
―
四
月
二
十
四
日
(
水
)
・
五
月

一
日
(
水
)
午
前
十
時
三
十
分
　
■
老
人
囲
碁
大
会
―
四
月
二
十
七

日
(
土
)
午
前
十
時
三
十
分
…
定
員
四
十
名
　
■
子
ど
も
映
画
会―

四
月
二
十
一
日
(
日
)
・
二
十
(
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分
　
■
子
ど

も
の
日
の
つ
ど
い―
五
月
五
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分
・
・
・
子

ど
も
の
ど
自
慢
大
会
・
映
画
　
の
ど
自
慢
大
会
に
出
た
い
人
は
セ
ン

タ
ー
へ

□
西
伊
興
児
重
館
　
　
　
　
　
　
(
九
七
上
(
九
四
(

■
卓
球
春
季
大
会
―
四
月
二
十
(
日
(
日
)
午
前
十
時
…
申
込
み
は

二
十
六
日
ま
で
　
■
ギ
タ
ー
教
室
―
四
月
二
十
七
日
(
土
)
午
後
三

時
=
・
対
象
は
小
学
生
五
年
生
以
上
　
申
込
み
は
二
十
六
日
ま
で

□
新
田
児
童
館
・
老
人
館
　
　
　
九
一
二
-
三
四
二
}

■
老
人
舞
踊
練
習
―
四
月
二
十
四
日
(
水
)
午
前
十
時
　
■
老
人
映

画
会
―
四
月
二
十
七
日
(
土
)
午
後
一
時
・
・
・
「二
十
四
の
瞳
」　
　
■

卓
球
教
室
―
四
月
二
十
日
(
土
)
午
後
二
時
三
十
分
　
■
音
楽
教
室
―

四
月
二
十
(
日
(
日
)
午
前
九
時

□
花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
八
五
〇
-
二
六
一
七

■
子
ど
も
映
画
会
-
五
月
五
日
(
日
)
午
前
十
時
　
■
老
人
俳
句
教
室
―

五
月
一
日
(
水
)
午
後
二
時
　
■
老
人
民
謡
教
室
―
五
月
七
日
　

(
火
)
午
後
二
時

<
各
教
室
と
も
教
材
費
を
明
記
し
て
い
な
い
教
室
は
無
料
で
す
>

【申
込
み
と
く
わ
し
い
こ
と
は
、直
接
各
施
設
の
事
務
室
へ
】

区
の
施
設
の
休
館
日
に
つ
い
て

五
月
か
ら
区
の
施
設
の
休
館
日
が

一
郎
変
わ
り
ま
す
。(
く
ゎ
し
く
は

次
号
で
杤
知
ら
せ
し
ま
す
。)

変
わ
る
休
館
日
-
第
三
月
曜
日
が
第

三
日
曜
日
(
家
庭
の
日
)
に

変
わ
る
施
設
-
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
川
張
所
施
設
・
図
一

館
・
児
竃

館
・
老
人
館
・
区
民
セ
ン
タ
ー
・

青
年
館
・
文
化
会
館
・
体
育
館
・

産
業
振
興
鮹

■ 区役所( 教育委員会を含む) 　882―1111　第二庁舎889―6161　足立福祉事務所888―3141　中都福祉事務所889―1481　東部福祉事務所605―7105　西部福祉事務所897- 5011
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家

庭

―
河
川
美
化
月
間
(
四
月
)―

暮
ら
し
と
と
も
に

生
き
る
荒
川

あ

な

た

は

、
荒

川
(

放
水

路
)

に

つ
い

て

ど

ん

な

イ
メ

ー

ジ
謦

袒
持

ち

で

す
か

。

い
ろ

い

ろ

な
思

い

が
で

荒
川

に

む

す

ぴ
つ

い

て

い

る
の

で

は

な
い

で

し

ょ

う
か

。

古

く

は

、
堤

北
の

土

手

に
咲

き

み

だ

れ

た
五

色

桜

、
川

面

に

浮

か
ぶ

小

舟
の

姿

、(

ゼ

や
白

蝋

が

手

に
取

る

よ

う

に
水

も

澄

ん
で

い

ま

し

た

。

・

夏

と

も

な

る

と

、
カ

ッ

、バ
・
璢

の

天

然

プ
ー

ル

と

化
4

太
公

望

に

は
、

絶

好
の

的

場

で

し
た

。

自
然

と

人

間

が
調

和

し

て

い

た
よ

き

時
代

が
過

き

、
劑

川

は

樞

甼
ま
す

ま

す

そ
の

姿

が
汚

さ

れ

ご

っ
れ

う

べ

き
状
懇
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
ま
だ
反
『

鴻
雁
都
市

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
広
場
と
空

間
参
桷
川
に
求
め
る
声
列

強
ま
・つ

て
き
た
の
も
事
実
で
す
。

建
股
省
で
は
、
劑
川
の
阿
川
敷
を

痩
備
し
て
、
連
助
楊
、
公
園
等
の
広

蟯
を
つ
く
り
、
公
共
の
空
地
を
確
保

し
た
り
、
練
圸
化
し
て
鬩
川
の
美
化

を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
こ
れ
ら
環
墺
の
盤
備

と
と
も
に
、
地
盤
沈
下
に
よ
忝
堤
防

の
整
備
か
急
が
れ
て
お
り
、
水
郷
防

止
が
強
く
望
ま
れ
て
い
ま
ず
。

ま
た
、
网
川
纐
壽
に
貳
要
な
位
置

を
し
め
'
{
y水
質
め
學
化
弋

ゴ
ミ
処

理
に
つ
い
て
も
'
V
)
ら
に
心
を
用
い

。て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

荒
川
は
そ
の
源
を
秩
父
山
地
の
甲

武
俾
岳
(
標
高
二
、
四
八
Ξ
メ
ー
ト

ル
)
。に
発
し
て
い
ま
す
。

山
峡
か
ら
関
東
平
野
へ
、
農
村
部

か
5
都
市
赭
へ
。
荒
川
は
人
々
の
暮

ら
し
に
輝
く
つ
な
が
り
を
も
ち
'

の
姿
を
変
え
な
が
ら
。
東
京
胸
に
そ

そ
い
・で
い
ま
す
。

荒
川
の
う

‘つ
り
変
わ
け
は
、
人
々

・の
暮
り
し
の
う
つ
り
変
わ
り
と
も
、

言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
f

つ
か
。

み
な
さ
ん
の
暮
ら
し
と
と
も
に
生

き
て
皀
に
荒
川
奢
大
切
に
し
ま
し
ょ

う
。甦

設
省
で
は
、
四
坪
一
日
か
ら
三

十
目
ま
で
、
同
川
義
化
月
間
を
設
定

し
て
い
ま
す
。

荒
川
の
ほ
か
に
も
区
内
に
は
'
J
d

戸
情
緒
豊
か
な
隅
田
川
、
睹
史
的
伝

脱
を
ひ
め
た
毛
最
堀
や
椣
躙
川
、
そ

の
ほ
か
中
川
・
芝
川
と
栂
の
目
の
よ

う
に
、
水
路
が
漑
れ
て
い
ま
ず
。

足
立
区
は
、
古
く
東
京
の
毅
倉
と

し
て
の
米
作
興
業
が
盛
ん
で
し
た
の

で
、
都
市
化
か
進
む
な
か
に
、
農
業

用
砂
水
路
が
残
さ
れ
ま
し
た
。

主
要
河
川
は
、
吻
の
関
係
で
流
れ

が
逆
流
し
、
水
質
汚
染
が
浄
化
さ
れ

な
い
の
が
琅
伏
・で
す
。

区
内
の
鬩
川
を
こ
れ
以
上
汚
す
ご

と
の
な
い
よ
う
、
自
然
環
軅
を
保
存

す
る
意
味
か
气

廃
近
か
の
向
川
『に

眼
を
向
け
、
み
ん
な
で
き
れ
い
な
阿

川
を
作
り
あ
げ
贏
し
ょ
う
。

地
盤
沈
下
や
交
通
騒
音

で
お
困
り
の
方
へ

凛
鶤
幣
挧
や
地
盤
沈
下
に
よ
り
、

現
在
お
住
ま
い
の
家
屋
が
降
雨
期
に

蔗
水
し
や
す
い
方
、
ま
た
交
通
騒
音

等
で
お
困
り
の
方
に
、
防
除
賢
金
の

一
都
を
区
で
匐
貸
し
し
て
い
ま
す
。

▽
申
込
み
時
期
　
随
時

▽
貸
付
け
金
額
　
最
高
五
十
万
円

▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
区
役

所
環
嘴
課
网
罌
係
へ

足
立の

史
話

日
光
街
道
を
た
ず
ね
て
(
4
5
)

―
―
千
住
四
丁
目
か
い
わ
い
　
そ
の
六
―
―

勝
山
準
四
郎

群
雀
堂
は
名
主
高
梨
家
の
裏
手
に
あ
っ
た
寺
小

屋
で
あ
る
。
正
木
氏
四
代
葭
塾
主
が
、
盲
こ
十
年

に
わ
た
っ
て
軸
承
し
。だ
珍
し
い
蒙
塾
で
あ
る
。

わ
け
て
も
大
助
、
廸
順
の
頃
が
盛
ん
で
、
攅
内

の
子
供
た
ち
は
き
そ
っ
て
入
門
し
た
よ
う
で
、
常

時
百
名
位
の
寺
子
か
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

幕
府
も
そ
の
教
学
、の
功
夸
昭
め
、
大
助
の
晩
年

に
、
時
の
代
富
中
村
八
太
夫
か
、
こ
の
塾
そ
二
度

も
訪
れ
て
い
る
。
'そ
し
て
太
助
の
歿
後
奉
年
目
の

弘
化
二
年
(
一
八
四
五
)
に
は
、
そ
の
妻
に
一
人

扶
持
(
一
日
玄
米
苙
色

を
紲
し
、
大
助
に
は
父

母
に
尽
く
し
た
孝
養
を
貫
し
て
姙
五
枚
を
喘
わ
っ

て
い
る
。
当
時
と
し
て
ほ
導
分
の
名
誉
で
あ
叺
、

町
中
の
大
評
判
だ
っ
た
に
渫
い
な
い
。

そ
の
頃
の
寺
小
慶
の
内
容
に
つ
い
て
ほ
、
東
京

府
文
庫
に
収
録
さ
れ
て
お
叺
、
こ
の
群
雀
堂
の
記

録
も
掲
職
さ
れ
て
い
る
。
(
区
史
参
照
)

そ
れ
に
よ
る
と
、
鮎
強
ぱ
「
'い
'
(イは
)
に
は
じ

ま
り
、
名
頭
宇
尽
、
江
戸
方
角
で
商
売
往
来
な
ど

か
ら
、
四
I
五
鮪
隘

霖
冗
で
い
る
。
し
か
し
そ

こ
迄
学
ん
だ
觜
は
少
な
か
I
に
筈
で
あ
る
。
靤
み

一

き
が
主
で
、
そ
ろ
ぱ
ん
指
導
は
無
か
。
た
よ
う

で
あ
る
。
年
限
も
一
心
は
六
ヶ

年
と
う
た
っ
て
あ
'

る
か
、
も
ち
ろ
ん
随
意
で
あ
・つ
だ
。
た
だ
入
門
だ

け
は
、
ど
こ
の
例
で
も
二
月
初
午
の
日
と
き
ま
つ

。・て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
「
初
午
の
日
か
ら
哨
ま
れ

ぬ
影
が
出
来
」
と
か
「
初
午
に
今
戸
の
碼
(
今
戸

焼
)
よ
く
売
れ
る
」
な
ど
川
柳
に
も
詠
ま
れ
て
い

る
。机

は
ぼ
分
持
で
あ
っ
た
か
ら
、
入
門
の
日
に
は

机
を
背
負
い
、
黼
と
I
I綿
賤

師
匠
に
は
金
壱
封

仲
鬩
に
は
お
菓
子
を
配
『
?
'で
披
露
し
た
と
言
う
。

こ
れ
ぱ
先
の
記
峰
に
も
「
東
脩
謝
儀
」
の
項
に

明
記
さ
れ
て
い
る
。
「
入
門
ノ
鮪
父
兄
ノ
随
意
二

ヨ
リ
金
囎
朱
戌
パ
痢
弐
百
夊
ヲ
鶇
主
へ
彖
シ
、
入

鬥
披
鰥
ト
シ
チ
。
、
門
吶
申
へ
端
子
ヲ
配
布
ス
。
啣

嬾
(
五
節
句
ニ
シ
テ
入
門
ノ
節
卜
同
断
。
席
一
等

モ
同
様
。
歳
暮
二
(
銘
々
艇
餅
ヲ
持
霽
ス
。
蹙
骸

ト
シ
テ
。
-
践
弐
百
文
、
瘁
中
炭
代
ト
シ
テ
覿
弐
蕈
艾

毎
年
収
入
。ス
。
毎
月
天
神
蹲
ト
シ
テ
喞
人
弐
十
五

文
ヲ
収
ム
」
と
あ
り
、
当
時
と
し
て
は
な
か
な
か

の
経
費
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
誰
む
彼
も
が
そ
う

畏
く
通
え
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
群
雀
堂
の
名
は
、
い
つ
碓
が
命

名
し
た
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
前
出
の
二
つ
碑

文
に
も
ご
の
こ
と
は
ふ
れ
て
い
な
い
。
ど
う
も
考

え
て
み
る
と
、
「
高
梨
」
か
ら
起
っ
た
も
の
の
よ

う
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
た
か
な
貼
」
・
に
「
小
鳥
遊
」

の
あ
て
字
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
商
梨
=
た
か
な
し
=
鷹
無
し
=
小

鳥
追
=
群
雀
」
の
発

椢
り
よ
う
で
あ
る
。
高
鬧
家
凶
代
名
主
弾
髫
詆
門

(
儻
平
)

が
既
に
鬨
い
・て
い
た
家
塾
を
引
綿
い
だ

の
が
正
木
氏
で
あ
っ
た
か
ら
。
そ
の
愚
僧
を
忘
れ

ぬ
た
め
正
木
氏
の
代
に
な
っ
て
、
こ
の
塾
必
'が
生

ま
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
こ
の
群
雀
堂
は
明
冶
七
年
か
ら
田
迎
学
校

と
代
替
り
す
る
わ
け
で
あ
る
。

今
も
残
る
吉
左
工
門
屋
敷
横
の
踏
櫺
に
立
っ
て

み

る
と
、
。「
李
習
甼
蜂
の
如
く
に
踏
地
か
ら
出
」

の
古
川
桷
酊
哭
懸
ど
し
て
俘
か
ん
'で
く
戔
。

(
こ
『口
項
続
く
』ヽ

高正天満宮の手習上達祈願

区
長
公
選
制
の
実
現
な
ど

自
治
権
拡
充
運
動
さ
ら
に
進
む

去
る
二
月
十
九
日
、
特
別
区
長
公
選

な
ど
の
「
住
民
の
圃
有
の
権
利
」
回
復

卆
J
住
民
G
-宰
襌
と
豊
か
な
く
ら
し
'

を
作
る
た
め
の
土
台
で
あ
る
自
治
権
拡

充
を
め
ざ
す
『
特
別
区
区
長
公
選
等
実

現
決
起
大
会
』
が
渋
谷
公
会
堂
で
開
か

れ
ま
し
た
。

会
場
に
は

、二
干
人
を
超
え
る
住
民

代
表
や
区
嶬
会
嶬
貝
が
参
加
し
、
ま
た

各
党
代
表
の
国
会
嶬
气

都
知
事
、
各

区
長
も
出
席
し
て
熟
気
あ
ふ
れ
る
大
会

と
な
り
ま
し
た
。

○
特
別
区
長
(
{週
制
の
実
現
　
○
特
別

区
へ
の
事
務
事
業
移
管
　
○
特
別
区
の

財
政
櫓
の
確
立
　
○
特
剴
区
の
人
事
権

確
立
の
四
本
の
柱
が
決
嶬
さ
れ
、
大
会

終
了
後
、
住
民
代
表
が
国
会
を
訪
れ
各

党
代
表
に
決
磁
文
等
を
手
渡
し

ま
し

た
。決

起
大
会
後
も
二
十
三
区
区
麟
会
を

中
心
に
連
日
の
よ
う
に
国
弯

自
治
省
、

各
政
党
に
向
け
て
請
願
行
助
奢
続
け
ま

し
た
。

S
ら
に
ご
‘一
月
四
日
に
は
、
数
百
名

に
の
ぼ
る
区
噌
会
・
都
嵎
会
吟
代
表
が

国
会
を
訪
れ
て
、
衆
・
参
両
院
の
地
方

行
政
委
員
・
都
選
出
国
会
議
良
・
各
党

の
三
役
を
対
象
に
隋
幗
行
助
を
繰
り
か

え
し
、
区
長
公
遇
等
の
実
現
を
強
く
要

嗣
し
ま
し
た
。

ま
た
、
政
府
に
お
い
て
は
、
特
別
区
‘

の
制
度
を
改
正
す
る
た
め
の
法
律
案
が

閣
議
で
決
定
さ
れ
、
三
月
五
日
に
国
会

に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

国
会
に
槐
出
さ
れ
た
と
い
っ
て
も
、

必
ず
し
も
楽
観
は
で
き
ま
せ
ん
。
一
日

で
も
早
ぐ
特
別
区
制
度
の
法
檸
改
正
を

実
現
さ
せ
る
た
め
、
今
後
と
も
強
い
決

意
で
運
助
を
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
の
で
、
区
民
の
み
な
さ
ん

に
は
、
一
層
の
ご
協
力
と
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

―都市整備用地を募集―
今
年
度
も
都
で
は
、
生

醺
專
嘸
の
輳
備
、
公
園
・

防
災
避
難
綯
設
の
聾
備
、

市
街
地
開
発
及
ぴ
再
開
発

の
促
鵈
な
ど
、
都
市
輅
備

に
必
薺
な
用
地
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

工
場
等
跡
地
に
つ
い

て
、
売
却
希
望
の
あ
る
方

は
扣
申
込
み
く
だ
さ
い
。

』○
申
込
み
の
条
件

(
一
)
東
痢
袒
の
区
蝉
内
に

あ
忝
土
地
で
あ
る
こ

と
。
(
島
し
よ
を
除

ぷ
(
二
)
原
則
と
し
て
、
土
地
の
面
積
が
、

一
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
。

(
三
)
昭
和
五
十
年
三
月
一
二
弋
一
日
ま
で

に
更
地
と
し
て
引
度
し
で
ぎ
る
と

と

。

○
申
込
み
書
受
付
期
間
　
四
月
十
五
白

か
ら
二
十
七
日
ま
で
、
午
前
九
時

か
ら
十
二
時

○
申
込
み
受
付
場
所
　
都
庁
第
一
本
庁

膏
地
下
二ヽ
階
(
第
二
会
嵎
室
)

○
問
い
合
わ
せ
先
　
東
京
都
首
都
整
備

局
地
域
計
画
課
ま
で
、

二
}
ニ
ー
五
匸
一
一

助
産
費
・
葬
祭
費
が

増
額
さ
れ
ま
し
た

四
月

】
白
以
降
、
国
民
鐃
康
保
険
の

被
保
険
者
が
出
産
ま
た
は
死
亡
し
た
場

合
、
助
産
賢
・
邦
祭
賢
が
次
の
と
お
り

増
額
に
な
り
ま
し
た

。(
カ
ヅ
コ
内
ほ

三
月
三
十
一
日
以
前
の
額
)

▽
助
産
費
・
・
・
二
万
円
(
一
万
円
)

▽
葬
祭
費
…
一
万
円
(
五
干
円
)

な
气

青
児
手
当
金
は
今
ま
で
ど
お

り
一
一
千
円
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
国
保
課
へ

部
落
問
題
の
理
解

の
た
め
に
 
 
(
3
1
)

前
回
ま
で
、
私
達
郎
落
民
の
被
差

別
体
験
、釶
落
差
別
の
基
本
的
性
格

あ
る
い
ぱ
解
放
漓
勵
の
歩
み
、
な
ど

に
つ
い
で
遵
纃
し
て
き
ま
し
た

。

こ
こ
で
符
に
味
憲
い
た
だ
き
た
い

こ
と
は
、こ
う
し
た
体
験
が
特
定
の

儁
人
の
も
の
で
は
な
气
多
か
れ
少

な
か
れ
、す
。べ
・
て
の
部
落
民
の
も
の

で
あ
り
、從
冫
i
勵
も
。‘
少
歎
の

有
廖
の
も
の
で
は
な
く
、大
衆
自
身

め
匯
発
的
な
ま
ち
上
り
'
で
あ
っ
た
と

り
?
こ
4
で
す
。

嶢
者
の
み
な
さ
ん
は
、
都
落
問
嗤

に
つ
い
て
の
一
定
の
イ
メ
ー
ジ
や
理

解
を
え
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。こ
れ

を
ふ
ま
え
て
、次
回
か
ら
、よ
り
つ

っ
こ
ん
だ
形
で
『
部
哢
差
別
の
巌
し

さ
、差
別
の
根
纐
さ
、こ
の
問
題
に

直
面
し
た
時
に
人
々
の
と
る
様
々
な

旭
廩
が
。ど
う
い
う
彫
響
奢
杜
会
に

与
え
る
の
か
、あ
る
い
は
東
京
に
お

け
`
y
縣
落
(
問
題
)
の
具
体
的
な
変

せ
ん
、
な
ど
に
・つ
い
刄

糜
開
し
て

ゆ
き
ま
ず

。

今
日
解
放
運
助
を
め
ぐ
っ
て
巖
鮠

さ
れ
て
い
る
こ
と
の
憲
味
を
明
ら
か

匕
す
る
中
で
、
区
民
力
皆
さ
ん
の
立

ち
上
l
を
眠
一£
た
い
と
思
い
ま
す
。

(
都
落
解
放
同
盟
足
立
支
部

(
五
〇
一

七
七
六
九
)

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー

及
び
青
少
年
指
導
者

研
修
会
を
開
催

地
域
に
お
け
る
単
位
子
ど
も
会
の
酒

勣
を
醺
発
化
す
る
た
め
、
内
部
ジ
ご
I

ア
・
旡
ト
ダ
1
お
よ
ぴ
会
の
僧
導
者
養

成
の
た
め
、
絣
修
会
を
鬨
佃
し
ま
す
。

▽
日
時
及
ぴ
開
催
回
数
　
五
月
十
(
目

(
土
)
!

七
月
十
三
白
(
土
)

延
べ
六
圜
開
櫺

▽
コ
ー
ス
と
対
象
者

(
A
コ
ー
己

J
・
L
・
小
Z

翌
年
ま
以
上
(
単

位
子
ど
も
会
か
ら
四
名
以
内
)

青
・
指
・・・
高
校
生
以
上

(
9
コ
ー
ス
)

J
・
L
…
中
学
生
ま
た
は
、
四
十
(

年
度
中
級
柊
了
者
で
小
学
校
六
年

生
以
上

青
・
指
・
・
・
四
十
A
年
虞
初
級
、
中
級

終
了
程
度
の
者

″
注
'
「
J
・
L
」
は
ジ
ー

冫

・
リ

ー
ダ
ー
、
「
青
・
指
」
は
青
少
年

指
導
員
の
略
で
す
。

▽
申
込
み
締
切
　
四
月
三
十
日
(
火
)

ま
で

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
区
教
育
委
員
会

少
年
係
ま
で

な
お
、
各
'コ
ー
ス
の
日
時
、
会
場
、

攣
會
内
容
な
ど
の
詳
細
は
係
ま
で

。

特
例
(時
間
外
)
　

パ
ー
ト
保
母
の
募
集

申
込
み
資
格

▽
櫟
母
有
賢
格
者
(
一
部
有
賢
格
者
J

▽
保
膏
経
験
者
(
子
供
奢
育
て
た
鉢

験
の
あ
る
方
で
、
保
育
に
熱
意
の

あ
る
方
)

▽
年
齢
は
、
い
づ
れ
も
四
十
歳
未
膺

の
方

勤
務
楊
所

足
立
区
立
保
育
園

勤
務
時
間

午
前
七
時
三
十
分
～
九
時
三
十
分

午
後
四
時
?
六
時

賃
金
　
一
時
間
三
五
〇
円

申
込
み
先

履
歴
一

を
默
え
て
、
区
役
所
保
育
課

ま
で近

日
中
に

商
業
調
査
を
実
施

本
年
五
月
一
日
現
在
で
通
産
省
の
商

業
調
査
を
行
な
い
ま
す
。
卸
・
小
売
店

や
飲
食
店
の
皆
さ
ん
、
二
年
毎
の
重
要

な
翻
査
で
す
の
で
、
調
査
貝

が
伺

い

ま
し
た
ら
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま

す
。たばこは区内で買いましょう

昨 年度は

9億6千万川

たぱこ涓費椪

閤区にはいり

まし た

本年度は1*1二R76銭が区にはいります

ス
ポ
ー
ツ
安
全
傷
害
保
険
に
加
入
を

最
4

余
暇
の
増
加
に
伴
い
、
地
域

で
ス
ボ
ト
ツ
か
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い

ま
す
。
楽
し
い
ス
ポ
匚
ツ
を
す
る
た
め

に
ふ
る
っ
て
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
期
間
　
加
入
日
か
ら
翌
年
の
一
三
月
与

一
　
十
一
臼
ま
で

▽
対
象
　
十
名
以
上
の
ス
ポ
匚
ツ
ク
ラ

ブ
ま
た
は
、
地
域
団
体
(
幼
稚
園
か

ら
一
殼
青
年
奢
含
む
)
　

▽
内
容
　
第
一
種
・
'・青
年
団
体
・
婦
人

団
体
な
ど
の
市
民
ス
ポ
ー
ツ
団
体

、

ま
た
は
社
会
教
育
関
係
団
体

第
二
租
レ
ス
ポ
ー
ツ
競
技
を
目
的
と

す
る
団
体

▽
保
険
料
　
第
一
糖
(
一
口
百
円
)

第
二
謐
(
餓
技
租
目
に
よ
り
相
違
、

四
百
四
十
苙
円
～
二
干
六
百
円
)

▽
申
込
み
締
切
り
　
六
月
末
日
ま
で

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
区
教
育
委
員
会
体

育
鐫
興
係
ま
で

掲
示
板

■
計
量
器
事
前
調
査

業
務
用
に
使
う
「
は
か
り
」
は
計

兔
法
に
よ
り
、
定
期
検
査
の
義
務
が

あ
り
ま
す
。

今
年
は
六
月
二
十
日
か
ら
、
検
査

が
行
な
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
受
検
者

名
槫
を
作
成
す
る
た
め
、
対
象
者
に
(

ガ
キ
で
照
会
し
ま
す
の
で
、
従
前

と
変
更
の
あ
る
方
は
、
郵
送
ま
た
は

一

話
で
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

新
規
の
方
お
よ
ぴ
こ
れ
ま
で
に
検

査
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
方
も
区
役

辨
閥
工
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

区
で
は
、
害
虫
撲
滅
を
図
る
た
め

ア
ル
バ
イ
ト
を
次
の
よ
う
に
募
集
し

て
い
ま
す
。

▽
仕
事
の
内
容―
害
虫
瞋
除
の
た
め

の
薬
剤
敵
布
作
巣
。

▽
助
務
時
間―
(
時
間
(
午
前
(
時

'
三
十
分
～
午
後
五
時
)

▽
賃
金
(
日
当
)
ニ
ー
○
○
円

▽
申
込
み
先
―
区
役
所
衛
生
係
ま
で

■
看
護
婦
の
資
格
を

お
持
ち
の
方
へ

現
在
、
都
内
の
病
院
や
診
療
所
で

は
、一

讚
従
事
者
の
不
足
で
大
変
困

っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
賢
格
を
持
ち
な
が
ら
、
家

廡
に
い
る
方
々
に
、
再
ぴ
社
会
で
活

禳
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
講
習
会

を
行
な
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

○
期
日
と
場
所
　
五
月
十
三
日
か
ら

八
月
二
日
ま
で
、
延
べ
五
回
・
王

子
労
政
会
館
ほ
か

○
費
用
　
無
料

○
定
員
　
一
回
五
十
名
(
定
貝
に
な

り
し
だ
い
締
切
り
ま
す
)

○
受
講
資
格
　
助
産
・
看
糢
・
准
一

糢
啼
の
賢
格
を
お
持
ち
の
、
六
十

歳
未
膺
の
方

○
申
込
み
先
　
衛
生
局
一

腰
課
　
二

匸
一一

五
一
一
一

■
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の

出
張
相
談

区
内
の
交
通
事
情
、
そ
の
他
の
理

由
で
、
職
業
安
定
所
の
窓
口
ま
で
お

い
で
に
な
れ
な
い
方
に
、
出
張
し
ご

職
業
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

○
日
時
　
四
月
二
十
五
日
(
木
)

午
後
一
時
～
四
時

○
場
所
　
区
役
所
第
二
庁
舎
会
鵬
耋
{

東
武
締
梅
鳥
駅
下
車
}

〇
内
容
　
婦
人
対
象
に
求
職
相
岐
に

よ
り
紹
介
・
パ
ト
ト
求
人

受
理

○
問
い
合
わ
せ
先
　
足
立
公
共
職
業

安
定
所
(
足
立
区
柬
榎
瀬

一
丁
目
一
)

六
二
〇
上
二
三
(
一

■
労
働
保
険
の
更
新

四
十
九
年
度
更
新
手
続
き
お
よ
ぴ

納
付
時
期
(
五
月
十
五
日
)
が
来
ま

し
た
。

○
納
付
先
　
も
よ
り
の
鰕
行
お
よ
ぴ

郵
便
局

問
い
合
わ
せ
先
　
足
立
労
一
基
串
監

一

署
　
八
(
一
丁

一
一
(
七

■
都
税
か
ら
の

お
知
ら
せ

○
固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の
縦
覧

四
月
十
一
日
(
木
)
か
ら
三
十
日

ま
で
(
土
曜
日
の
午
後
、
日
・
椀

日
は
休
み
で
す
)

○
固
定
資
産
税
の
納
期

こ
と
し
の
、第
一
期
分
の
納
期
は

五
月
に
な
り
ま
す
。

○
小
規
模
住
宅
用
地
の
税
額

二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
小
燒

侠
住
宅
用
地
に
か
か
る
税
は
、四

十
八
年
度
の
額
に
す
え
I
か
れ
ま

す
。

○
自
動
車
税
の
納
期

今
ま
で
、
五
月
と
十
月
の
二
回
で

し
た
が
、
四
十
九
年
度
か
ら
は
、

年
一
回
五
月
に
な
り
ま
す
。

■
愛
の
献
血

▽
移
動
採
血
日
程

四
月
二
十
四
日
(
水
)
区
本
庁
合
　

四
月
三
十
口
(
火
)
北
干
住
駅
西
口

▽
時
間
は
、午
前
十
時
か
ら
午
後
三

時
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
午
前
十
一

時
三
十
分
か
ら
午
後
〇
時
三
ヤ
分
ま

で
は
、
昼
食
休
黻
時
関
で
す
。

赤 十 字魯 勤 月 間

● l i 鰰- Sl l

■ 毎月1 日は「都民防火の日」です。火の元にご注意を Y・S　210, 000


